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令和５年度における岡谷市議会無会派「田村みどり」の活動について、下記のとおり報告いたします。 

活 動 項 目 活 動 内 容 及 び 活 動 の 実 績 と 効 果  

調査研究 

○活動内容 

 

    【町田式水耕栽培槽によるマスクメロン栽培」視察】 

 

 

[研修先] 株式会社まちだシルク農園 

 [日時]  令和 5年 7月 18日（火） 

 [場所] 東京都町田市小山ヶ丘１－１２ まちだシルク農園（メロン農場） 

 

 [研修概要] 

  2009 年に町田市の商工会議所の農商工学連携事業として町田市内の企業

10社が集まり始めた試験栽培は、工業系流体機器メーカーの「大浩研熱株式会

社」が中心となり技術開発を進め、収穫すら不可能であるといわれた、マスク

メロンの水耕栽培による収穫を成功させました。しかも、多収穫・高糖度の栽

培技術を確立させており、その後、栽培システムと栽培技術の普及をさせるた

めに設立された「株式会社まちだシルク農園」が同事業を引き継ぎ、主体とな

って栽培管理とメロン販売、栽培システム販売、栽培指導を行っていました。 

 この町田式水耕栽培の大きな特徴としては、苗の根を健康に育てることが栽

培の最重要ポイントであり、根の健康状態を長期間保つことが、メロンの水耕

栽培を可能にさせ、成功させている世界唯一の栽培方式であるとの説明を受け

ました。根が元気で勢いがあるときは、一つの水槽で育てる一株からメロンか

らは 50～６０個収穫できるとのことでありました。メロンは棚づくりになり、

空中になっているメロン農場は圧巻であり夢のある果物工場でありました。 

 また、都市の一角で行われている水耕栽培によるマスクメロンの栽培は、斬

新であり目新しさを伴うことから、テレビや、新聞雑誌等でも多く取り上げら

れ、町田市内の菓子店事業者の皆さんや飲食業者の皆さんとも連携をして、メ

ロンスイーツで町田市への集客の一役かっているとのことでありました。 

 



[視察で学んだこと及び岡谷市での展開] 

 町田市でも製糸業が行われおり、社名にも「シルク」ということが使われて

いるためか、親近感を覚えました。一株から数十個のマスクメロンが収穫でき、

(通常の土壌栽培では一株から 5～6 玉の収穫)参考価格ではありますが、一玉

4000 円から 6000 円で取引がされると聞けば、この水耕栽培のシステムには確

かに夢を感じました。また、このシステムは、ミニトマトやキュウリなどの果

菜類が特に適していることがわかりました。但し、ハウスの建設やシステムの

初期投資がやはり大きくかかることもあり、岡谷市のような寒冷地での栽培に

向いているかどうかは判断が難しくも思えます。各省庁の補助金の活用等、導

入時の研究は必要不可欠であると考えます。 

 新しい地域の目玉商品に「マスクメロン」ができるとすれば、ふるさと納税

などにも活気が出るのではないかと考えました。 

 

研  修 

○活動内容 

  

   新人からベテランまで自治体議会特別セミナー岡谷 

     【議員の資質向上と議会運営の基本】 

       ≪改革の底辺から底辺の改革へ≫ 

 

 [日時]  令和 5年 10月 23日（月）13：30～16：00（2時間半） 

 [場所]  おかや総合福祉センター（諏訪湖ハイツ）201研修室 

 [講師]  自治体議会研究所 代表 高沖秀宜氏 

 

 [研修概要] 

  プログラム 

  １ 議員の資質向上の在り方 

  ２ 「二元代表制」における議会活動 

  ３ 議会運営の基本と一般質問 

  ４ 議員力・議会力の強化と政策提言・政策提案 

 

 地方自治法の一部を改正する法律（2023 年 5 月 8 日交付）の第 89 条第 1 項

に「議会は議事機関」と明確に規定をされた。議会は住民の代表で機関であ

り、議決機関とも言われるが、これは執行機関側の意見であり、合議制の住

民代表機関であるから、多様な民意の反映が求められており、議会はいか「民

意」を反映できるかが大きな課題とされる。議会は議決機関としての機能を

持ち議決によって自治体の意思決定がされる。また、首長や執行機関の事務

執行に対しこれを監視する機能を持つ。議会運営の基本は二元代表制であ

り、二元代表制における議会の役割をどのように捉えるかが必要となる。議

会は首長とは立場や役割が異なるため、何をするための議会なのか、議会の

存在意義は何か、二元代表制の意義をしっかりと考える必要性がある。 



【活 動 実 績】 

 ※会派活動報告書は年度ごとにまとめ、年度当該年度の収支報告書の提出に合わせ議長に提出するものとする。 

 ※議長は、提出された会派活動報告書を収支報告書と同様に公開するものとする。 

  

[研修を通して学んだこと] 

  講師の高沖秀宜氏は、京都大学法学部を卒業後、2002年 4月から三重県議

会事務局で政策法務監、政務調査課長、企画法務課長などを歴任された、地方

議会に精通されている講師であり戦略的な議会運営、議会力の強化、議員の資

質向上、自治体議会と住民、議会改革の必要性などについて、語っていただい

た。特に、自治体議会の可能性では、議会改革は終わりなき改革であり、常に

議会力強化を目指す方向に進むべきである。議員のなり手確保に向けた地方議

会の在り方は、議会の権限が縮小され、チェック機能が低下するようなことが

あってはならないという考え方には賛同ができた。今後、議会活動や議員活動

をする上では、議員に求められる資質には地域の政策課題を的確に把握し、必

要な情報収集を行いながら、議会において政策提言や政策提案を行うことや、

合議体の議会において意見集約し合意を得るための調整能力等の専門性が鍵

を握るのであると理解ができた。 

 

 

 

  

広  報 

○活動内容 

  

○活動の実績と効果 

  

広  聴 

○活動内容 

  

○活動の実績と効果 

  

要請・陳情 

○活動内容 

  

○活動の実績と効果 

  

そ の 他 

○活動内容 

  

○活動の実績と効果 

  


